
 

 

 

 

 

 

 

◇２学期スタート～実りの秋に向けて～◇ 
８月２９日（木）サマースクールで久しぶりの登校がありましたが、 

いよいよ２学期がスタートしました。 

 さて、今年の夏も熱中症アラートが続く猛暑が続きました。 

保護者の皆様は、いかがお過ごしだったでしょうか。ゲリラ豪雨・雷雨、 

台風の接近等、自然災害が頻繁に起きる日々になりました。 

各ご家庭におかれましては、災害の備えに気を遣う夏だったと思います。 

しかし、全員が事故なく無事に夏休みを終えることができました。 

ご家庭でのご協力に感謝申し上げます。 

 
９月に入りましても、残暑が続くようです。授業中もエアコンによる室温管理や暑さ指 
数を基にした活動の設定、水分補給も例年以上に必要です。 

 「勉強の秋」「スポーツの秋」「読書の秋」と何をするにしても集中できる季節です。 

 運動会の開催については、熱中症の対策を講じながら、午前中の開催で計画しておりま

す。雨の場合は、体育館で種目を工夫してして実施します。暑さのまだ残る期間中の練習

になりますが、お子様の健康と安全を第一に考え、準備を進めていきます。  

 また、２学期は学習にもがんばりましょう。 

子どもは、どんな時に勉強は楽しいと思うのでしょうか？ 

一つは、「わかった」「できた」と思う瞬間。 

そして、もう一つは「がんばったね」と「ほめられる」瞬間。 

 がんばって取り組んで、さらに結果もついてくれば最高ですね。 

やる気、モチベーションが上がります。学校でも家庭でも子ども 

のがんばりを認めて声かけしていきませんか。 

 ２学期は、めあてを立て「よし、やってみよう」と挑戦し、分からないところは調べた

り、先生・友だちに聞いたりして自分で納得して学びに向かわせたいですね。   

 今学期も本校教育へのご理解とご支援、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 
 
◇粟ノ保地区納涼祭◇8/1１（日） 
 粟ノ保小学校運動場で地区納涼祭が行われました。 

粟ノ保っ子たちも浴衣姿で楽しんでいました。盆踊り 

にも進んで加わり地域挙げての催しになりました。 

３世代交流や各町の食べ物も並び、地域の絆が見ら 

れました。大声大会、お楽しみ抽選会もあり、笑顔も 

たくさん見られました。 

 フィナーレの「打ち上げ花火」もナイスでした。 

子ども達の思い出の一コマになりました。 
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◇２学期始業式：校長の話◇９/２(月) 
 始業式では、夏に行われたパリオリンピックから校長が印象 

に残った競技２つについて話をしました。 

 １つ目は、女子柔道阿部うた選手。前回東京オリンピック 

金メダリスト。今大会でも金メダルを期待され、本人も自信 

満々だったでしょう。しかし、２回戦で敗れ会場で泣き出し 

てしまったシーン。結果を自分で受け入れられなかったが、６日後の混合団体で出場。先 

鋒で勝利。混合団体戦では銀メダルの獲得に貢献しました。 

 ２つ目は、男子体操団体。６種目にそれぞれ３人ずつ競技 

し総合点を競うものです。あん馬でミスがあり、５種目終わ 

った時点で１位の中国とは３点以上の差。残り１種目で３点 

差をひっくり返すことは体操界ではありえないそうです。 

しかし、仲間を信じて逆転を目指して最後まで戦った結果、 

中国を上回り金メダルを獲得しました。日本人選手はうれしさの歓喜にわきました。 

 この２つの結果から、共通していることを伝えました。それは、『あきらめない』です。 

『絶対いけるから』と自分に言い聞かせ、信じていたことです。 

一年で学習も運動も適しているのが２学期です。粟ノ保っ子も日々がんばっています。 

努力しています。でも、その努力が必ずしもうまくいくとは限りません。失敗しても負け

ても、『あきらめない』で続けるたくましさを身につけていきましょう。 

 
◇１学期保護者アンケート結果◇ ４段階評価で（肯定的評価）の合計の割合 

１学期、保護者の皆様にオンラインにて回答頂いた結果をお知らせします。（回答率：９６％） 

項目 内容 R6.7 R5.7 

１ 子どもは，学校に行くのが楽しいと思っている ９３％ ９５％ 

２ 子どもは，学校・地域で元気に挨拶をしている ８８％ ８８％ 

３ 子どもは，友達と仲良くしている ９３％ ９５％ 

４ 子どもは，決められた時間の家庭学習をしている ７５％ ７８％ 

５ 先生は，子どもにわかりやすい授業をしている １００％ １００％ 

６ 先生は，居心地の良い学級にするために努力している ９９％ ９７％ 

７ 
先生は，子どもの良いところをほめ，間違った行動を厳しく指導

している 
９６％ ９８％ 

８ 学校は，地域や保護者と連携しながら活動している ９９％ １００％ 

９ 学校は，保護者からの相談や要望に適切に対応している ９６％ １００％ 

◎全ての項目において評価を得ました。粟ノ保っ子の普段の様子・実態を見られての評価

です。特に高評価を得た、項目５／８／９は校長として大変嬉しい限りです。 

学校、家庭、地域連携を図り、引き続き教職員がチームで対応していきます。  

●項目２が９０％を下回った。→９月末には運動会、地区社会体育大会があります。元気

な粟ノ保っ子の姿を見せます。 

●項目４の評価が低い。→課題が早く終了した子は、主体的にさらにＡＩドリルや電子図

書(4年以上)を活用していく。各学年において設定された学習時間を確保していく。 

 
※「教職員自己評価」「児童アンケートは次号にてお知らせします。 


